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5月定例会は5月30日、平井知事から総額89億3
千万円余の平成28年度鳥取県一般会計補正予算や
保育所等の職員配置基準の弾力化を図るための「鳥
取県児童福祉施設に関する条例及び鳥取県認定こ
ども園に関する条例の一部改正」など5議案が提案
されて開会した。
本会議では、代表質問は鳥取県議会自由民主党
が、一般質問には26名の議員が登壇し、県政の諸
課題について知事らと活発な議論を展開した。
会期中、知事から、公安委員会委員などの人事案
件3議案が追加提案された。また、6月15日に島根

原発1号機の廃止措置等に関する全員協議会を開催
し、中国電力(株)と知事から説明を受け、質疑を行っ
た。
審議の結果、知事提出議案については、8議案す

べてを原案どおり可決、同意。議員提出議案につい
ては、「地方財政の充実・強化を求める意見書」、
「指定生乳生産者団体制度の機能の存続と酪農経
営の競争力の強化を求める意見書」の2議案を提案
し、原案どおり可決した。
陳情については、消費生活センターにおける相談

方法の拡充についての陳情など4件が趣旨採択と
なったほか、2件を研究留保、1件を不採択と決し、6
月17日に19日間の会期を閉じた。
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選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

障がい者施策の
推進について

答

問 本県において障がい者に対す
る施策の取り組みについてどのよ
うに展開、推進されるのか。
障害者差別解消法に先駆け

た「あいサポート運動」の推進、
「工賃３倍運動」の推進、全国初
の「手話言語条例」の制定と
「盲・ろう者支援センター」の設
立、「重度障がい児への医療型
ショートステイサービス」の実
施、「文化芸術の祭典」の開催な
どに取り組んでいるが、全国を
先導してでも思い切って地域の
絆、鳥取らしい絆を生かした社
会づくりを進めてまいりたい。

島谷 龍司 議員

答

問 砂というブランディングの
優位性も含め、収益性の高い安
定供給型野菜生産、高床式砂栽
培の可能性と導入に向けて、速
やかに検討を進めて頂きたい。
新しい農業の形態も含めて

独自の計画を立て、検証されな
ければならないが、県もセーフ
ティーネットとして支えたいと
思う。みんなでやらいや農業支
援総合事業やアグリビジネスの
参入する事業もあり、初期投資
を支えれば回るという話であ
り、今後個別に相談に応じてい
きたい。

選挙区　東伯郡
会　派　自由民主党

藤井 一博 議員

防災体制、
地方創生について

選挙区　鳥取市
会　派　民進党

木村 和久 議員

農家所得の向上を

答

問 ①熊本地震の現状を踏まえ、
県内防災体制の見直しが必要で
はないか。
②地方創生加速化交付金につい
て、事業申請が不採択となった市
町村に対しての対応を問う。
①避難所の設営の仕方、福祉

避難所のあり方など、今後の地域
防災計画の見直しに生かしたい。
②交付金のあり方について、中国
地方知事会や関西広域連合で政
府に改善を求める申し入れをして
いる。申請にあたっては、より緊密
に県としても応援、サポートさせ
ていただく。

答

問 林業の成長産業化を前に進
めようと国が新たな森林・林業
基本計画を策定し森林法の改正
が行われた。追い風が吹く今日
の林業復活の兆しや流れをどう
我が県の林業振興に結びつけて
いくのか？知事の所見を問う。
成長戦略を進める上で我が

県として38万立米の生産を目標
にしている。これに向け八頭中
央森林組合では10万立米を目標
とし大型機導入も目指してい
る。我々としても国の戦略と同
じベクトルで林業の成長産業化
を戦略的に進めていきたい。

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

福田 俊史 議員

林業の成長産業化
について

選挙区　八頭郡
会　派　自由民主党

西川 憲雄 議員

建築技術の伝承と
農林業人材の育成

答

問 ①県が整備する建物に大工
の墨付けや土壁の技術を取り入
れてはどうか。特に小規模の駐
在所等へ取り組んではどうか。
②農業、林業の人材育成のため、
智頭農林高校などで生徒を県外
から募集してはどうか。
①建設中の鳥取西高芸術棟

の渡廊下などモデル的な利用例
として検討したい。（警察本部長）
八橋警察署等で左官仕上げを採
用しており、今後も検討したい。
②（教育長）地元や学校と一体と
なって県外生徒の受入れに力を
入れて取り組みたい。

とっとり県議会だより

　5月定例会では、26
人の議員が一般質問
を行いました｡
　本紙では、各議員
の質問の中から､質問
と答弁の要旨を掲載
します。
　なお、議事録の全
文は､県 議 会ホーム
ページからご覧にな
れます。

一般
質問

づけるのか、国の推計値をどう取り扱うのか、所
見を伺いたい。
国の試算は一つの参考的な数字として地域医

療構想の中で提示することになると思うが、それに
縛られるものではないと考えている。大切なのは高
齢化が進んでいる鳥取県で必要な医療提供体制が
確保されることであり、単純に国の数字に向けて削
減するような方策はとるべきではないと考える。

県は再生可能エネルギーの一つとして、バイオ
マス発電の推進に取り組んでいるが、治山工事等で
出る木材や森林整備で出る間伐材のうち、幹の部分
は燃料として利用されているが、枝葉や根など
40％相当は有効活用されていない。この40％部分
と果樹剪定枝や竹材等も含めて、有効活用すべきで
はないか。
本県としても、始末に困っている果樹の剪定枝

など、新たな需要開拓として支援スキームをつくっ
たところ。根っこを活用するアイデアもあり、木質
バイオマスチップの搬出に向けて、今年度あらため
て未利用材の活用を研究することとしており、関係
者と協議を始めようしている。

知事は議場において県民の合意を得るために
丁寧なプロセスを踏んでいく必要があると答弁さ
れているが、教育委員会が実施する県民意識調査を
含め、どのような条件がそろえば美術館整備に踏み
込んでいくよう判断されるのか。
まず、美術館の必要性と美術館をつくるべきと

考える理念が確立され、県民の間で共有されなけれ
ばならない。２つ目として、実現可能な具体的なス
キームをつくることが必要。その中で、ＰＰＰやＰ
ＦＩの必要性を検証することが望まれている。３つ
目として、教育委員会が実施予定の県民フォーラム
の開催や、県民意識調査の実施などを通じて、県民
が現時点でどう捉えているのか、支持が得られるの
かどうか、十分に見させていただきたい。この３つ
がそろって初めて機が熟したということになり、県
議会に対して、今後の財政運営も含めて提示をし、
協議をすることになると考えている。

熊本地震における様々な課題を教訓として、
地域防災計画の見直しを含めた本県の防災対策の
再点検を指示したとのことだが、どのような点を
特に大きな課題として認識し、今後重点的に取り
組んでいこうと考えているのか。
必要な物資を道の駅はわいに集結させる計画を

作っているが、物流業者の考え方も入れながら、もう
少し分散させて、避難所にきちんと届き得るシステム
を考える必要がある。併せて、福祉避難所の確保や
車中避難への対応に向けて、地域防災計画やＢＣＰ
(※)を見直していきたい。また、企業ＢＣＰをどう働き
かけていくかも課題である。

平成26年から着手しているフリーゲージトレ
インの導入可能性調査の結果が出ており、膨大な
改良工事費に対して投資効果が薄いと思われる
が、今回の調査結果を受けて、フリーゲージトレ
インの導入を今後とも検討していくのか、所見を
伺いたい。
我々も検証作業を始めたところであり、どう

いう今後の方向性が考えられるか検討していきた
い。併せて、北陸新幹線の舞鶴ルートも検討され
る中、山陰新幹線の早期整備を目指す国会議員連
盟もできたところであり、まずは今般の調査結果
を検証し、各方面の動きも横にらみしながら、検
討を進めていきたい。

超高齢社会における持続可能な社会保障制度
の確立に向けて、地域医療構想の策定が求められ
ている。この中で将来必要な病床数について、国
の画一的な算定方法によれば、現在の7,258床か
ら5,892床へ1,366床の減少となっており、本県
独自の推計値7,210床と大きく乖離している。地
域医療構想の中で、必要病床数をどのように位置

選挙区　鳥取市

鳥取県議会自由民主党

答

問

問

問

問

答

答

答

中島 規夫 議員

5月定例会では、中島規夫議員（鳥取県議会自由民主
党）が、県行財政上の諸問題について、会派を代表して
質問を行いました。

鉄道高速化の方向性

地域医療構想について

地域エネルギー資源の有効活用

今後の美術館整備検討の方向性

答

代表質問

熊本地震を教訓とした再点検

問

とっとり県議会だより

※BCP・・・・・事業継続計画
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独自の推計値7,210床と大きく乖離している。地
域医療構想の中で、必要病床数をどのように位置

選挙区　鳥取市

鳥取県議会自由民主党

答

問

問

問

問

答

答

答

中島 規夫 議員

5月定例会では、中島規夫議員（鳥取県議会自由民主
党）が、県行財政上の諸問題について、会派を代表して
質問を行いました。

鉄道高速化の方向性

地域医療構想について

地域エネルギー資源の有効活用

今後の美術館整備検討の方向性

答

代表質問

熊本地震を教訓とした再点検

問

とっとり県議会だより

※BCP・・・・・事業継続計画
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①民生児童委員の活動に重
要なのは住民との信頼関係。民
生委員制度や活動内容の周知が
必要ではないか②井戸海水での
マサバの陸上養殖事業が３年経
過したが実績と将来性を伺う。
①民生児童委員の志と活動

なしに地域の安心は得られな
い。市町村とも協議し、活動し
やすい環境づくりを進める②３
年経過しビジネス化への端緒が
開かれつつある。県独自の技術
として引き続き事業者への支援
を行い、さらにいろいろな水産
の技術展開へ道筋を作りたい。

2045年までに人間を超える
AI（人工知能）が実現すると言わ
れており、産業構造や働き方、
教育の在り方などの根本的な見
直しが必要になる。県としても
今から対応が必要だと考えるが
どうか？
AIの進化については、大き

な歴史の転換点に立っており、
今後の道行きを決めていく重要
な局面にあると思う。県として
も産業政策や福祉のあり方、ま
た人材育成などを見直すべき時
期に入ってきたのではないかと
考えている。

答

問 ①リスクを伴う妊娠・出産
が増加の中、県全域の周産期医
療の整備、中部医療圏の現状
は？②本県は人工妊娠中絶率が
高く妊娠してからの対応では遅
く、早期の教育が大切。高校での
取組みのさらなる充実を求める。
①周産期体制は鳥大を要と

しNICU（※1）やMFICU（※2）
を整備。中央病院も中枢機能を
果たす。中部では厚生病院は助
産師外来、打吹クリニックは待
機手当で人材を確保②思春期の
ピアカウンセラー制度を看護大
学などにも要請し充実を図る。

答

問 美術館建設について消極的
な意見があるが、美術館では、
だれもが自らの感性で美に感動
することを通して豊かな人間性
を育め、郷土作家の作品を観
て、ふるさとに対する愛情と誇り
を持つことができる。県内に美
術館は必要で、推進すべきだ。
美術館建設はポジティブに

考えてはいるが、どうするかは
県民議論を経て収れんさせる。
郷土作家に光を当てて地域の誇
りを感じたり美術館の中で授業
するのも必要なポイント。コス
トだけでは測れないものある。

答

問 ひきこもり人口や相談件数
が増加する中、市町村単位で、
人材育成をはじめとした生活支
援センター等の体制の整備が重
要。生活支援、社会参加、就労
訓練等の隙間のない鳥取方式の
支援体制をつくるべきと考える
が知事に問う。
生活自立、社会参加、就労へ

と繋げて行く体制整備を進めれ
ば鳥取らしい展開ができる。今
年度より、現場の状況を伺い、
事業所に対する県からの報酬も
５割増やし、取り組みが広がり
やすくなるようにしていく。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

本当にこの地に建設したい
のならば、知事自身が地元に対
してメッセージを発するなど、
条例上の範囲の自治会のみなら
ず、より多くの皆さんの賛同を
得る努力が必要であると考える
が、いかがか。
条例上の範囲はもちろん、

それ以外でも必要があれば説明
責任を果たしていただくように
センターに対して改めて申し上
げたい。私からのメッセージは、
事態の推移に応じてきちんと地
元のお気持ちに応えていけるよ
うに行動をとってまいりたい。

問

答

選挙区　倉吉市
会　派　民進党

興治 英夫 議員

県立美術館建設の
推進を

選挙区　岩美郡
会　派　自由民主党

広谷 直樹 議員

民生委員の重要性
と陸上養殖の今後

選挙区　倉吉市
会　派　無所属

長谷川 稔 議員

安全な出産体制と
望まない妊娠防止

選挙区　倉吉市
会　派　希望（のぞみ）

川部　 洋 議員

2045 年問題に対
する県の対応は？

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

濵辺 義孝 議員

ひきこもり支援の
拡充と体制強化を

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

松田　 正 議員

淀江産業廃棄物最
終処分場について

※1 NICU・・・・・新生児集中治療室
※2 MFICU ・・・・・母体・胎児集中治療室

子どもの読書活動を推進す
ることが大人の読書習慣の基礎
と思うが所見は。
（教育長）子どもの頃から読書

に親しむことが読解力や思考力、
想像力を養い、人生を深く考え生
きる力を身に付けるうえで欠くこ
とができないもの。そして読書は
自ら考え行動し社会参画するため
の知識を身につけられる術であ
る。読書習慣を生涯にわたって身
につけ学び続けることも期待でき
る。子どもの読書活動の推進に向
けて県としても環境整備に努めて
いく。

①直近の国政選挙で、60代は
約1,300万人が投票し、20代は僅
か約400万人しか投票しない。政
策が高齢者向けになるのは当然
だ。「あなたの一票で政治は変わら
ない。あなたの一票の積み重ねで
政治は変わる。」ということを教育
すべきだ②若者への情報発信に
より政治参加を促せると考える。
知事もフェイスブックを始めて
はどうか。
①(教育長)大切なこと。主権

者教育の枠組みの中で取り組み
たい②別のやり方で広報するが折
角の意見なので今後考える。

答

問 障がい者と地域住民が一体と
なって食材・魚類販売などを行う

「海の駅よどえ」の取り組みについ
て所見を伺う。
県も公的にも応援をするが、

大切なのは、地域の理解を得なが
らそれを現実のことにしていくこ
とだと思う。いろんな応援団がい
てこのプロジェクトが前に進んで
おり、まさにシンボリックな事業だ
と思う。今回の淀江の漁港におけ
るプロジェクトが実現すればとい
うふうに願っている。

答

問 ①物資輸送の一端を住民も
担う形を②乳幼児がいる女性専
用の避難所を③ネット災害情報の
活用整理に学生参画を④早期に
学校が再開できる仕組みを。
①住民協力は大切で今年度

検討したい②学校の部屋を使うな
どの工夫を市町村と協議する③
鳥取大学や環境大学とも相談し
たい。ヤフー、グーグルと災害時の
協定締結を検討中で、若者の情報
収集を合わせた情報提供を考え
たい④(教育長)岩手県教委作成
の学校再開ガイドラインを参考に
指針を検討したい。

答

問 ①中小企業のBCP策定計画
の見直しと拡充策は②非構造部
材の耐震化が加速する制度の創
出を③住宅の耐震化促進策が必
要④大山開山1300年祭に向け、
日本遺産構成文化財を見られる
ようインフラ整備が必要。
①BCP計画の促進策をインセ

ンティブも含め講じる。拡充加速
に努める②制度拡充を国に要望
する③補助制度の拡充を検討す
る④指摘を踏まえ、こういう事業
をやるという前提で補正予算も含
めて提案したい。これから中身づ
くりを明確化したい。

問

答

問

答

とっとり県議会だより

熊本地震を教訓に
災害対応の強化を

子供の読書が大人
の読書習慣の基礎

水産と福祉が連携
「海の駅よどえ」

若者の政治参加
SNS で情報発信

災害対応について
日本遺産について

答

問 ①熊本地震の教訓を生かし
た協定や訓練の見直しと、ボラ
ンティアの有意義な活動ができ
る体制作りを。②立地、まちづ
くり、必要な機能確保の視点か
ら北栄町に県立マンガ美術館の
建設をしてはどうか。
①他県や各方面と相互応援

の協定や体制作りを進め、訓練
と併せさらに推進する。ボラン
ティアセンターのあり方を検証
する②マンガ美術館は著作権等
課題が多く難しい。地元商工会
の商業施設構想のような形で賑
わいを作るのが筋道だと思う。

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

福浜 隆宏 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

前田 八壽彦 議員

選挙区　米子市
会　派　公明党

澤 　紀男 議員

選挙区　鳥取市
会　派　民進党

坂野 経三郎 議員

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

野坂 道明 議員

選挙区　東伯郡
会　派　希望（のぞみ）

横山 隆義 議員

熊本地震の教訓
マンガ美術館
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①民生児童委員の活動に重
要なのは住民との信頼関係。民
生委員制度や活動内容の周知が
必要ではないか②井戸海水での
マサバの陸上養殖事業が３年経
過したが実績と将来性を伺う。
①民生児童委員の志と活動

なしに地域の安心は得られな
い。市町村とも協議し、活動し
やすい環境づくりを進める②３
年経過しビジネス化への端緒が
開かれつつある。県独自の技術
として引き続き事業者への支援
を行い、さらにいろいろな水産
の技術展開へ道筋を作りたい。

2045年までに人間を超える
AI（人工知能）が実現すると言わ
れており、産業構造や働き方、
教育の在り方などの根本的な見
直しが必要になる。県としても
今から対応が必要だと考えるが
どうか？
AIの進化については、大き

な歴史の転換点に立っており、
今後の道行きを決めていく重要
な局面にあると思う。県として
も産業政策や福祉のあり方、ま
た人材育成などを見直すべき時
期に入ってきたのではないかと
考えている。

答

問 ①リスクを伴う妊娠・出産
が増加の中、県全域の周産期医
療の整備、中部医療圏の現状
は？②本県は人工妊娠中絶率が
高く妊娠してからの対応では遅
く、早期の教育が大切。高校での
取組みのさらなる充実を求める。
①周産期体制は鳥大を要と

しNICU（※1）やMFICU（※2）
を整備。中央病院も中枢機能を
果たす。中部では厚生病院は助
産師外来、打吹クリニックは待
機手当で人材を確保②思春期の
ピアカウンセラー制度を看護大
学などにも要請し充実を図る。

答

問 美術館建設について消極的
な意見があるが、美術館では、
だれもが自らの感性で美に感動
することを通して豊かな人間性
を育め、郷土作家の作品を観
て、ふるさとに対する愛情と誇り
を持つことができる。県内に美
術館は必要で、推進すべきだ。
美術館建設はポジティブに

考えてはいるが、どうするかは
県民議論を経て収れんさせる。
郷土作家に光を当てて地域の誇
りを感じたり美術館の中で授業
するのも必要なポイント。コス
トだけでは測れないものある。

答

問 ひきこもり人口や相談件数
が増加する中、市町村単位で、
人材育成をはじめとした生活支
援センター等の体制の整備が重
要。生活支援、社会参加、就労
訓練等の隙間のない鳥取方式の
支援体制をつくるべきと考える
が知事に問う。
生活自立、社会参加、就労へ

と繋げて行く体制整備を進めれ
ば鳥取らしい展開ができる。今
年度より、現場の状況を伺い、
事業所に対する県からの報酬も
５割増やし、取り組みが広がり
やすくなるようにしていく。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

本当にこの地に建設したい
のならば、知事自身が地元に対
してメッセージを発するなど、
条例上の範囲の自治会のみなら
ず、より多くの皆さんの賛同を
得る努力が必要であると考える
が、いかがか。
条例上の範囲はもちろん、

それ以外でも必要があれば説明
責任を果たしていただくように
センターに対して改めて申し上
げたい。私からのメッセージは、
事態の推移に応じてきちんと地
元のお気持ちに応えていけるよ
うに行動をとってまいりたい。

問

答

選挙区　倉吉市
会　派　民進党

興治 英夫 議員

県立美術館建設の
推進を

選挙区　岩美郡
会　派　自由民主党

広谷 直樹 議員

民生委員の重要性
と陸上養殖の今後

選挙区　倉吉市
会　派　無所属

長谷川 稔 議員

安全な出産体制と
望まない妊娠防止

選挙区　倉吉市
会　派　希望（のぞみ）

川部　 洋 議員

2045 年問題に対
する県の対応は？

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

濵辺 義孝 議員

ひきこもり支援の
拡充と体制強化を

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

松田　 正 議員

淀江産業廃棄物最
終処分場について

※1 NICU・・・・・新生児集中治療室
※2 MFICU ・・・・・母体・胎児集中治療室

子どもの読書活動を推進す
ることが大人の読書習慣の基礎
と思うが所見は。
（教育長）子どもの頃から読書

に親しむことが読解力や思考力、
想像力を養い、人生を深く考え生
きる力を身に付けるうえで欠くこ
とができないもの。そして読書は
自ら考え行動し社会参画するため
の知識を身につけられる術であ
る。読書習慣を生涯にわたって身
につけ学び続けることも期待でき
る。子どもの読書活動の推進に向
けて県としても環境整備に努めて
いく。

①直近の国政選挙で、60代は
約1,300万人が投票し、20代は僅
か約400万人しか投票しない。政
策が高齢者向けになるのは当然
だ。「あなたの一票で政治は変わら
ない。あなたの一票の積み重ねで
政治は変わる。」ということを教育
すべきだ②若者への情報発信に
より政治参加を促せると考える。
知事もフェイスブックを始めて
はどうか。
①(教育長)大切なこと。主権

者教育の枠組みの中で取り組み
たい②別のやり方で広報するが折
角の意見なので今後考える。

答

問 障がい者と地域住民が一体と
なって食材・魚類販売などを行う

「海の駅よどえ」の取り組みについ
て所見を伺う。
県も公的にも応援をするが、

大切なのは、地域の理解を得なが
らそれを現実のことにしていくこ
とだと思う。いろんな応援団がい
てこのプロジェクトが前に進んで
おり、まさにシンボリックな事業だ
と思う。今回の淀江の漁港におけ
るプロジェクトが実現すればとい
うふうに願っている。

答

問 ①物資輸送の一端を住民も
担う形を②乳幼児がいる女性専
用の避難所を③ネット災害情報の
活用整理に学生参画を④早期に
学校が再開できる仕組みを。
①住民協力は大切で今年度

検討したい②学校の部屋を使うな
どの工夫を市町村と協議する③
鳥取大学や環境大学とも相談し
たい。ヤフー、グーグルと災害時の
協定締結を検討中で、若者の情報
収集を合わせた情報提供を考え
たい④(教育長)岩手県教委作成
の学校再開ガイドラインを参考に
指針を検討したい。

答

問 ①中小企業のBCP策定計画
の見直しと拡充策は②非構造部
材の耐震化が加速する制度の創
出を③住宅の耐震化促進策が必
要④大山開山1300年祭に向け、
日本遺産構成文化財を見られる
ようインフラ整備が必要。
①BCP計画の促進策をインセ

ンティブも含め講じる。拡充加速
に努める②制度拡充を国に要望
する③補助制度の拡充を検討す
る④指摘を踏まえ、こういう事業
をやるという前提で補正予算も含
めて提案したい。これから中身づ
くりを明確化したい。

問

答

問

答

とっとり県議会だより

熊本地震を教訓に
災害対応の強化を

子供の読書が大人
の読書習慣の基礎

水産と福祉が連携
「海の駅よどえ」

若者の政治参加
SNS で情報発信

災害対応について
日本遺産について

答

問 ①熊本地震の教訓を生かし
た協定や訓練の見直しと、ボラ
ンティアの有意義な活動ができ
る体制作りを。②立地、まちづ
くり、必要な機能確保の視点か
ら北栄町に県立マンガ美術館の
建設をしてはどうか。
①他県や各方面と相互応援

の協定や体制作りを進め、訓練
と併せさらに推進する。ボラン
ティアセンターのあり方を検証
する②マンガ美術館は著作権等
課題が多く難しい。地元商工会
の商業施設構想のような形で賑
わいを作るのが筋道だと思う。

選挙区　鳥取市
会　派　無所属

福浜 隆宏 議員

選挙区　鳥取市
会　派　自由民主党

前田 八壽彦 議員

選挙区　米子市
会　派　公明党

澤 　紀男 議員

選挙区　鳥取市
会　派　民進党

坂野 経三郎 議員

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

野坂 道明 議員

選挙区　東伯郡
会　派　希望（のぞみ）

横山 隆義 議員

熊本地震の教訓
マンガ美術館

5



鳥取県の大きな課題の一つ
が、18歳から20歳代前半の人口
流出だ。この問題を解決するた
めに高等教育機関を設置するこ
とが大きな解決策になると考え
る。文部科学省が専門職大学を
2019年度に新たな制度としてス
タートすると聞いた。農業大学
校の専門職大学化を模索すべき
と考えるが、知事の所見は。
専門職大学の設置について

は、現在、中央教育審議会の答
申が先月出された段階。引き続
き情報収集を進めたいと考えて
いる。

①現在計画されているター
ミナルは世界最大級の客船が係
留可能か②今後の取組みと予算
確保の見通しは③教育的見地か
らみた水族館の意義と必要性は
④充実した施設とするため水族
館は県立とすべきではないか。
①岸壁を前後に延ばせば可能

と考える②東京五輪の影響などク
ルーズ熱は高まっている。動向を睨
みながら対策を考える③(教育長)
自然や自然科学への理解を深める
橋渡し等の意義、役割がある④境
港市が主役となって当たられるの
が本来の筋道。

　関西広域連合は、平成22年12月、本県を含む関西
圏の２府５県で設立された（現在の構成団体：２府６県４
政令市）。その広域連合の議事機関（議決機関）として
「関西広域連合議会」がある。
　「関西広域連合議会」は、各構成団体の議会から選
出された39名の議員で組織され、条例の制定改廃、
予算の議決、決算の認定等の議決事件の議決等の審
議を行っている。
　本県議会からは、前田議員（鳥取県議会自由民主
党）、興治議員（会派民進党）が選出されている。
　両議員は共に「総務常任委員会」に所属し、一方で、
それぞれ「防災医療常任委員会（前田議員）」、「産業環
境常任委員会（興治議員）」に所属、「関西における鳥
取県」の視点で、活発な議会活動を行っている。

○関西広域救急医療連携について
○中山間地域における医療過疎対策について
○微小粒子状物質ＰＭ２．５への対応について
○中山間地域における医師・看護師確保等について
○地域住民の声を聞くシステムについて

○関西３時間圏域の実現
○関西主要港湾の連携
○山陰海岸ジオパークへの勧告に対する取組
○関西中心部から周辺部への観光誘客
○スポーツ・エコツーリズムの広域的展開

答

問 ①外来語の氾濫と行政上の
用語使用は社会学者やマスコミ
関係の見識ある議論がある。外
来語受け入れ論、排撃論ある中
で、県民目線上これをどの様に
取り扱うのか②図書館の蔵書の
購入、廃棄は「知る権利」との関
係で、その裁量権は単なる請求
権か反射的利益に対するものか
で異なる見解がある。どんな対
応をとるのか。
①庁内で現場の声を聞き、モ

デルとなる基準を考えてみる②二
つの平面があり、理念と現実の折
り合いをつけて運営する。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

関西広域連合議会で鳥取県選出議員が質問！

【
関
西
広
域
連
合
議
会
に
お
け
る
質
問
事
項
】

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

内田 隆嗣 議員

県立大学の新たな
設置について

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

浜田 一哉 議員

境港竹内南ターミ
ナルと水族館整備

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

稲田 寿久 議員

外来語の氾濫・図書館
の運営と「知る権利」

のぞみ

会
派
正
式
名
称

【自由民主党】鳥取県議会自由民主党

【公　明　党】公明党鳥取県議会議員団

【共　産　党】日本共産党鳥取県議会議員団

【民　進　党】会派民進党

【希　　　望】鳥取県議会会派希望
の　　　ぞ　　　み

答弁者は、記載のないものは知事（各部局長の答弁
を含む）。教育長、教育委員長、警察本部長は知事
の部局ではないため別に表記した。

答弁者説明

興治 英夫 議員

前田 八壽彦 議員①自民党改憲案の所感②国
保県単位化の対応③保健所鳥取
市移管の精神障がい者対応④保
育士配置基準引下げ条例撤回⑤
有料老人ホーム不当解雇の指導
⑥鳥取空港のタクシー位置づけ。
①憲法制定権は国民にあり、

基本原則の国民主権、基本的人
権、平和主義改変は限界ある②
一般会計繰入解消を記載するが
対応は市町村。市町村の保険料
減免は適切。法令違反の差押え
は協議③県が説明会開催と意見
交換④利用は園の判断⑤指導す
る⑥ルールを関係者で協議。

現在美術館建設に向け集中
的に議論されているが凍結され
ている鳥取市桂見への対応は。
消費増税先送りで県の税収は32
億円減。社会保障費は毎年20億
円伸びる中、財政見通しが示さ
れず判断材料がない。提示を。
美術館建設が決着する際に

おいて、過去の課題についても
鳥取市側と協議する用意はあ
る。少し財政的なフレームが組
みづらい不透明な時期に入って
いるが、議会の関心も高いの
で、教育委員会から案が示され
れば、財政試算を提示したい。

美術館のミッションとは、美
術鑑賞の楽しみ方を伝えること。
創作者、鑑賞者、芸術の理解者、
芸術を楽しむ人などの人づくりだ
と考えるがどうか。
美術館は、異次元を体験で

きるという意味で他とは違った
公共施設。多くの方々の人生に
彩りを与えたり、才能を開花さ
せたり、地域の元気を作ったり、
県内外、国内外の人を引き寄せ
るよすがにもなると考える。(教
育委員長)美術館の本来的な目的
が人をつくることであることに
ついて、全面的に同意する。

問

答

問 ①シングルマザーが困難を抱
える社会の現状と、支援情報入
手についての工夫は②学校では
チーム対応が必要。取組みは進ん
でいるか③教師の人材育成、学
校現場を変える取組みは。
①幸せの大きさを大きくする

住みやすい社会づくりに全力を
挙げる。情報は児童手当現況届
窓口での提供を検討。相談でき
る環境も整える。（教育長）②
ケース会議の定例化が少しずつ
広がっており更に広げたい③良
い取組みを県下に広め、教員の人
材育成に取り組んでいく。

①島根１号機の使用済み核
燃料搬出予定先の青森県六ケ所
村は22回も稼働延期だ。稼働し
ない場合の計画を明記すべき②
安定ヨウ素剤の事前配布を③鳥
取・倉吉市の入居者による県営住
宅の水道料集金も米子市のよう
に不平等解消措置を実施せよ。
①搬出、処分体制作りなど

段階的に協議の場を中電に求め
る②両市がどういう体制がいい
か、避難経路の想定も含め検討。
県はサポートする③米子市は暫定
的措置。水道局の同様な給水方式
導入で県も同様な対応する。

答

とっとり県議会だより

博物館はいずれ今の場所に
は何もなくなるとの前提で、美術
館・博物館はそれぞれ別に構想を
立てるのではなく、セットで検討
すべき。
（教育長）博物館は史跡指定

地内で増築・拡張は困難だが、耐
震改修等で今後も一定程度使用
可能である。美術館整備について
きちっと構想がまとまってから博
物館について本格検討するのが
よいが、必要な事項があれば、美
術館の構想検討委員会、議会に
も提示し、その都度検討・提供さ
せていただく。

問

答

答

問

答

問 問

答

選挙区　米子市
会　派　民進党

浜田 妙子 議員

シングルマザーの
困難を考える

選挙区　東伯郡
会　派　民進党

伊藤　 保 議員

県立美術館問題
過去の課題対応は

選挙区　鳥取市
会　派　共産党

市谷 知子 議員

憲法、国保、保育、
雇用、タクシー

選挙区　米子市
会　派　民進党

森　 雅幹 議員

鳥取県立美術館
整備について

選挙区　米子市
会　派　共産党

錦織 陽子 議員

原発廃炉計画・安
定ヨウ素剤・県住

選挙区　鳥取市
会　派　公明党

銀杏 泰利 議員

美術館・博物館は
セットで検討を
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鳥取県の大きな課題の一つ
が、18歳から20歳代前半の人口
流出だ。この問題を解決するた
めに高等教育機関を設置するこ
とが大きな解決策になると考え
る。文部科学省が専門職大学を
2019年度に新たな制度としてス
タートすると聞いた。農業大学
校の専門職大学化を模索すべき
と考えるが、知事の所見は。
専門職大学の設置について

は、現在、中央教育審議会の答
申が先月出された段階。引き続
き情報収集を進めたいと考えて
いる。

①現在計画されているター
ミナルは世界最大級の客船が係
留可能か②今後の取組みと予算
確保の見通しは③教育的見地か
らみた水族館の意義と必要性は
④充実した施設とするため水族
館は県立とすべきではないか。
①岸壁を前後に延ばせば可能

と考える②東京五輪の影響などク
ルーズ熱は高まっている。動向を睨
みながら対策を考える③(教育長)
自然や自然科学への理解を深める
橋渡し等の意義、役割がある④境
港市が主役となって当たられるの
が本来の筋道。

　関西広域連合は、平成22年12月、本県を含む関西
圏の２府５県で設立された（現在の構成団体：２府６県４
政令市）。その広域連合の議事機関（議決機関）として
「関西広域連合議会」がある。
　「関西広域連合議会」は、各構成団体の議会から選
出された39名の議員で組織され、条例の制定改廃、
予算の議決、決算の認定等の議決事件の議決等の審
議を行っている。
　本県議会からは、前田議員（鳥取県議会自由民主
党）、興治議員（会派民進党）が選出されている。
　両議員は共に「総務常任委員会」に所属し、一方で、
それぞれ「防災医療常任委員会（前田議員）」、「産業環
境常任委員会（興治議員）」に所属、「関西における鳥
取県」の視点で、活発な議会活動を行っている。

○関西広域救急医療連携について
○中山間地域における医療過疎対策について
○微小粒子状物質ＰＭ２．５への対応について
○中山間地域における医師・看護師確保等について
○地域住民の声を聞くシステムについて

○関西３時間圏域の実現
○関西主要港湾の連携
○山陰海岸ジオパークへの勧告に対する取組
○関西中心部から周辺部への観光誘客
○スポーツ・エコツーリズムの広域的展開

答

問 ①外来語の氾濫と行政上の
用語使用は社会学者やマスコミ
関係の見識ある議論がある。外
来語受け入れ論、排撃論ある中
で、県民目線上これをどの様に
取り扱うのか②図書館の蔵書の
購入、廃棄は「知る権利」との関
係で、その裁量権は単なる請求
権か反射的利益に対するものか
で異なる見解がある。どんな対
応をとるのか。
①庁内で現場の声を聞き、モ

デルとなる基準を考えてみる②二
つの平面があり、理念と現実の折
り合いをつけて運営する。

答

問 問

答

とっとり県議会だより

関西広域連合議会で鳥取県選出議員が質問！

【
関
西
広
域
連
合
議
会
に
お
け
る
質
問
事
項
】

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

内田 隆嗣 議員

県立大学の新たな
設置について

選挙区　境港市
会　派　自由民主党

浜田 一哉 議員

境港竹内南ターミ
ナルと水族館整備

選挙区　米子市
会　派　自由民主党

稲田 寿久 議員

外来語の氾濫・図書館
の運営と「知る権利」

のぞみ

会
派
正
式
名
称

【自由民主党】鳥取県議会自由民主党

【公　明　党】公明党鳥取県議会議員団

【共　産　党】日本共産党鳥取県議会議員団

【民　進　党】会派民進党

【希　　　望】鳥取県議会会派希望
の　　　ぞ　　　み

答弁者は、記載のないものは知事（各部局長の答弁
を含む）。教育長、教育委員長、警察本部長は知事
の部局ではないため別に表記した。

答弁者説明

興治 英夫 議員

前田 八壽彦 議員①自民党改憲案の所感②国
保県単位化の対応③保健所鳥取
市移管の精神障がい者対応④保
育士配置基準引下げ条例撤回⑤
有料老人ホーム不当解雇の指導
⑥鳥取空港のタクシー位置づけ。
①憲法制定権は国民にあり、

基本原則の国民主権、基本的人
権、平和主義改変は限界ある②
一般会計繰入解消を記載するが
対応は市町村。市町村の保険料
減免は適切。法令違反の差押え
は協議③県が説明会開催と意見
交換④利用は園の判断⑤指導す
る⑥ルールを関係者で協議。

現在美術館建設に向け集中
的に議論されているが凍結され
ている鳥取市桂見への対応は。
消費増税先送りで県の税収は32
億円減。社会保障費は毎年20億
円伸びる中、財政見通しが示さ
れず判断材料がない。提示を。
美術館建設が決着する際に

おいて、過去の課題についても
鳥取市側と協議する用意はあ
る。少し財政的なフレームが組
みづらい不透明な時期に入って
いるが、議会の関心も高いの
で、教育委員会から案が示され
れば、財政試算を提示したい。

美術館のミッションとは、美
術鑑賞の楽しみ方を伝えること。
創作者、鑑賞者、芸術の理解者、
芸術を楽しむ人などの人づくりだ
と考えるがどうか。
美術館は、異次元を体験で

きるという意味で他とは違った
公共施設。多くの方々の人生に
彩りを与えたり、才能を開花さ
せたり、地域の元気を作ったり、
県内外、国内外の人を引き寄せ
るよすがにもなると考える。(教
育委員長)美術館の本来的な目的
が人をつくることであることに
ついて、全面的に同意する。

問

答

問 ①シングルマザーが困難を抱
える社会の現状と、支援情報入
手についての工夫は②学校では
チーム対応が必要。取組みは進ん
でいるか③教師の人材育成、学
校現場を変える取組みは。
①幸せの大きさを大きくする

住みやすい社会づくりに全力を
挙げる。情報は児童手当現況届
窓口での提供を検討。相談でき
る環境も整える。（教育長）②
ケース会議の定例化が少しずつ
広がっており更に広げたい③良
い取組みを県下に広め、教員の人
材育成に取り組んでいく。

①島根１号機の使用済み核
燃料搬出予定先の青森県六ケ所
村は22回も稼働延期だ。稼働し
ない場合の計画を明記すべき②
安定ヨウ素剤の事前配布を③鳥
取・倉吉市の入居者による県営住
宅の水道料集金も米子市のよう
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美術館・博物館は
セットで検討を
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　５月定例会では、本委員会所管の28年度補正予
算などの２件の議案について、慎重審議の結果、い
ずれも原案どおり可決すべきものと決定した。
　併せて陳情の審査を行い、奨学金制度の充実を
求める意見書提出など新規３件の陳情はいずれも
趣旨採択、県立高等学校の数の維持と学級定員の
引下げを求める継続の陳情は、研究留保として引
き続き議論することと決定した。
　また、５月20日に臨時の常任委員会を開催し、
美術館整備に係る検討状況について委員のみで
意見交換を行った。この中で多くの委員から、財
政面や整備後の運営面の課題など、様々な点でま
だまだ議論が不足しているとの意見が出された。

　県外調査では、南さつま市立坊津学園を訪問
し、コミュニティスクールを基盤とした施設一体型
小中一貫校の取組を調査した。地域住民等で構成
される学校運営協議会の運営の難しさ、小中一貫
教育における小中教員の連携や相互乗り入れ授業
などの取組を伺い、少子化時代における魅力ある
学校づくりに向けて大変参考になった。
　福岡市においては、PFI手法を活用した福岡市
美術館のリニューアル事業について調査をした。
PFI手法による集客向上に向けた民間ノウハウの
活用状況、国のPFI事業に係る財政措置など、今
後の施設整備のあり方の検討の一助となった。

総務教育
常任委員会
総務教育
常任委員会

鳥取県議会には4つの常任委員会があり、定例会中の付託案件の審議に加え、
閉会中も継続審査や県内外調査、勉強会などの活動を続けています。

５月定例会では、本委員会所管の平成28年度
一般会計補正予算をはじめとした２件の議案につ
いて、慎重に審議を行った結果、いずれも原案ど
おり可決すべきものと決定した。
付議案の主なものとしては、介護従事者の確保
や地域包括ケアを支える人材を養成するため介
護事業団体等の取組を支援するもの、東京オリン
ピック・パラリンピックに向けた障がい者アート
フェスタの開催に係るもの、木造住宅の新改築に
あたり県産材の使用量に応じて支援を行う事業
を増額するもの、全国的な保育士不足を背景に国
において保育士配置基準を緩和する省令改正が
告示されたことに伴う県条例の改正があった。

また、新たに提出された陳情が２件あり、消費
者相談窓口等の機能拡充や地方消費者行政の拡
充及び法制度の整備等を求める意見書の提出を
求めるものは不採択、県消費生活センターにメー
ルでの相談対応を求めるものは趣旨採択と決定し
た。
なお、本委員会所管に係る社会福祉施設のひ

とつである「県立鹿野かちみ園」において長年に
わたり不適切な身体拘束が行われていたことにつ
いて、こうした事案が二度と起きないよう、万全の
対応をとるべきとの意見が多くの委員から出され
た旨、委員長報告で申し添えた。

福祉生活
病院

常任委員会

福祉生活
病院

常任委員会

　５月定例会では、本委員会所管の平成28年度
鳥取県一般会計補正予算などの２議案を慎重に
審議し、いずれも原案のとおり可決すべきものと
決定した。
　補正予算の主な事業は、農林水産部関係（３億
５千９百万円）では、牛舎や搾乳機械の整備等に
より酪農経営を支援する事業や、高度衛生管理基
本計画に基づき境漁港に高度衛生管理型市場を
整備する事業、安全性に特化した林業研修体制
を構築する事業、井戸海水を用いた陸上養殖の施
設整備を支援する事業など、商工労働部関係（18
億５千２百万円）では、県外誘致企業や県内企業
の工場等の新増設を支援する事業や、市町村が

行う既存工業団地の再整備を支援する事業など
であった。
　また、国において、指定生乳生産者団体制度の
是非や、現行の加工原料乳生産者補給金の交付
対象のあり方を含めた抜本的な改革について検
討しているところであり、県内農業団体から国へ
の働きかけの要請もあったことから、「指定生乳
生産者団体制度の機能の存続と酪農経営の競争
力の強化を求める意見書」を農林水産商工常任
委員会から発議するよう全会一致で決定した。

農林水産
商工

常任委員会

農林水産
商工

常任委員会

　４月11日、南部町の朝鍋ダムを訪問し、新しく運
転を開始した小水力発電施設の説明を受けた。
　また、４月12日には、松江市において今年度第１
回県外調査を行った。まず、国土交通省出雲河川事
務所では、中海護岸堤整備および大橋川河川改修
事業の進捗状況について説明を受け、活発な意見
交換を行った後、向島地区及び竹矢地区の現地視
察を行った。さらに同日、中国電力株式会社島根原
子力発電所を訪れ、免震重要棟や３号機内等を視
察したほか、安全対策等について説明を受けた。
　５月定例会では、本委員会所管の平成28年度鳥
取県一般会計補正予算など２議案について慎重に
審議を行った。その結果、いずれの議案も妥当なも

のと認め、原案のとおり可決すべきものと決定し
た。
　また、新たに１件の陳情の提出があった。16歳
未満の年少者のゲームセンターへの保護者同伴立
入規制の緩和については、現在、ゲームセンター等
における営業の実態の把握、学校における指導実
態の調査等を実施しているところであり、これらの
調査結果を踏まえ、教育委員会、教育関係者、保護
者等から幅広く意見を聴取した上で、保護者同伴
規定の必要性も含めたその方向性について、今し
ばらく慎重な検討が必要であることから、研究のた
め留保と決定した。

地域振興
県土警察
常任委員会

地域振興
県土警察
常任委員会

とっとり県議会だよりとっとり県議会だより
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自由民主党 自由民主党 民進党 公明党 希
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議案等番号 件　　　　　　名 議案に対する賛否

① 平成２８年度鳥取県一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

③ 鳥取県児童福祉施設に関する条例及び鳥取県認定こども園に関する条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

④ 鳥取県基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

❶ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情27年-12 県立高等学校の数の維持と学級定員の引下げを求めること
について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 研究留保

陳情28年-10 １６歳未満の年少者のゲームセンターへの保護者同伴立入規
制の緩和について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 研究留保

陳情28年-11 奨学金制度の充実強化を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

陳情28年-12
県における消費者相談窓口等の機能拡充・強化と地方消費
者行政の拡充及び法制度の整備等を求める意見書の提出に
ついて

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 不採択

陳情28年-14 いじめ・不登校など、諸問題に対応するための教職員配置の
充実を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

陳情28年-15 給付制奨学金制度創設を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

平成２８年5月定例会付議案等議決結果（賛否が分かれた議案及び否決された議案）

平成２８年5月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。
※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

【凡例】

議案等番号 件　　　　　　名 議決結果 議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

② 鳥取県議会議員及び鳥取県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等に
ついての県費負担に関する条例の一部改正について 可決 ⑧ 鳥取県収用委員会予備委員の任命について 同意

⑤ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県教育センター進入路）について 可決 ❷ 指定生乳生産者団体制度の機能の存続と酪農経営の競争力の強化を求める意
見書 可決

⑥ 鳥取県公安委員会委員の任命について 同意 陳情28年-13 消費生活センターにおける相談方法の拡充について 趣旨採択

⑦ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意
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自由民主党 自由民主党 民進党 公明党 希
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対
者
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表
決
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議決結果
稲
田　
寿
久

上
村　
忠
史

内
田　
隆
嗣

内
田　
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長

島
谷　
龍
司

中
島　
規
夫

西
川　
憲
雄

野
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浜
崎　
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一
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田　
一
哉

広
谷　
直
樹

福
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俊
史

藤
井　
一
博

藤
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喜
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前
田
八
壽
彦

松
田　

正

安
田　
優
子

山
口　

享

斉
木　
正
一

伊
藤　

保

興
治　
英
夫

木
村　
和
久

坂
野
経
三
郎

浜
田　
妙
子

福
間　
裕
隆

森　

雅
幹

銀
杏　
泰
利

澤　

紀
男

濵
辺　
義
孝

川
部　

洋

横
山　
隆
義

市
谷　
知
子

錦
織　
陽
子

長
谷
川　
稔

福
浜　
隆
宏

議案等番号 件　　　　　　名 議案に対する賛否

① 平成２８年度鳥取県一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

③ 鳥取県児童福祉施設に関する条例及び鳥取県認定こども園に関する条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

④ 鳥取県基金条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

❶ 地方財政の充実・強化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情27年-12 県立高等学校の数の維持と学級定員の引下げを求めること
について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 研究留保

陳情28年-10 １６歳未満の年少者のゲームセンターへの保護者同伴立入規
制の緩和について 研究留保 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 32 2 34 研究留保

陳情28年-11 奨学金制度の充実強化を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

陳情28年-12
県における消費者相談窓口等の機能拡充・強化と地方消費
者行政の拡充及び法制度の整備等を求める意見書の提出に
ついて

不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 不採択

陳情28年-14 いじめ・不登校など、諸問題に対応するための教職員配置の
充実を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

陳情28年-15 給付制奨学金制度創設を求める意見書の提出について 趣旨採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ 31 3 34 趣旨採択

議決結果	…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
	 …請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「研究留保」「不採択」の区分による。

議案等番号 件　　　　　　名 議決結果 議案等番号 件　　　　　　名 議決結果

② 鳥取県議会議員及び鳥取県知事の選挙における選挙運動用自動車の使用等に
ついての県費負担に関する条例の一部改正について 可決 ⑧ 鳥取県収用委員会予備委員の任命について 同意

⑤ 財産を無償で貸し付けること（鳥取県教育センター進入路）について 可決 ❷ 指定生乳生産者団体制度の機能の存続と酪農経営の競争力の強化を求める意
見書 可決

⑥ 鳥取県公安委員会委員の任命について 同意 陳情28年-13 消費生活センターにおける相談方法の拡充について 趣旨採択

⑦ 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意
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中国五県議会正副議長会議

県議会を傍聴しませんか 県議会ホームページのご案内

表紙の写真

中国五県議会正副議長会議が8月2日（火）、米子市
において開催された。

中国地方各県が共有する重要課題として、消費税率
の引上げ再延期に伴う地方財政への対応について、国
の責任で社会保障費等の安定財源を確保することを国
へ要望することとした。

また、座長を務める本県の斉木議長が緊急提案し、
参議院選挙の合区は地方創生に逆行するとして、都道
府県単位で議員を選出できる仕組みを構築するよう強
く求めることも併せて合意した。

また、NPO法人大山中海観光推進機構（大山王国）の

　県議会の審議は公開されており、どなたでも本
会議、委員会などの会議を傍聴できます。
　暮らしに直結する審議が、どのように進められて
いるのか、直接見てみませんか。議会日程をご確認
のうえ、県議会においでください。
※傍聴席に同時手話通訳が見られるディスプレイを設置し

ています。手話通訳を希望される方の事前申込みが不要
となりました。

※音声を聞き取りづらい方には、補聴イヤホンの貸出しもあ
ります。お気軽にご利用ください。

※乳幼児を連れての傍聴も可能となりました。なお、託児
サービスも引き続き行っています。ご希望の方は５日前ま
でに県議会事務局へお申し込みください。

●県議会のしくみや議会日程、議員紹介など様々な
最新の情報を掲載しています。

●本会議、常任委員会、特別委員会、全員協議会は、
全てインターネットで生中継と録画中継をしてい
ます。常任委員会、特別委員会、全員協議会は、資
料もご覧いただけます。県議会ホームページの

からご覧ください。

●平成７年５月臨時会以降の県議会本会議の議事
録をインターネットから閲覧できます。時期・質問
者・答弁者・単語などいろいろな方法で検索がで
きます。ご利用ください。

 　 期　日
 9月14日（水） 
　   15日（木） 
　   16日（金）
　   21日（水）
　   26日（月）
　   27日（火）
　   29日（木）
　   30日（金）
10月 4日（火）
　     5日（水）
　     7日（金） 
　   11日（火） 
　   12日（水） 

本　会　議（開会・提案理由説明）
常任委員会

本　会　議（代表質問）

本　会　議（一般質問・質疑）

常任委員会
特別委員会
本　会　議（採決・閉会）

９月定例会の日程案

鳥取県議会 検索

※ 日程は変更の可能性があります。

　前回号から県内高等学校等写真部生徒の作品を
掲載しています。平成27年度に開催された近畿高
等学校総合文化祭鳥取大会出展作品や鳥取県高
等学校写真展入賞作品です。今回は米子松蔭高等
学校、次号は米子高等学校です。

《 県議会からのお知らせ 》

日　程

県議会インターネット放送局

本会議議事録検索

石村隆男理事長が「大山とともに生きる～マインドマー
ク大山の1300年物語～」と題して講演を行い、中国五
県とのつながり等を紹介しながら、地域の元気づくりに
ついて語るとともに、大山の様々な魅力をアピールした。
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